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三
菱
電
機
で
５
人
の
男
性
社
員
が
、長
時
間

労
働
が
原
因
で
精
神
障
害
や
脳
疾
患
を
発
症

し
、
う
ち
２
人
が
過
労
自
殺
す
る
な
ど
し
て
全

員
が
２
０
１
４
～
■
７
午
に
労
災
認
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
９
月
２
７
日
、
分
か
り
ま
し
た
。

３
人
は
長
時
間
労
働
と
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
招
く

の
社
員
も
精
神
疾
患
と
な

り
、
１
６
午
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

裁
量
制
は
、
何
時
間
働

こ

う
が
労
使
で
決
め
た
時
間
だ

け
働
い
た
と
み
な
す
制
度
。

専
門
業
務
と
企
画
業
務
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
「定

額
働
か
せ
放
題
」
と
批
判
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
社
で
は
０

４
年
に
裁
量
制
を
導
入
。
社

員
約
３
万
人
の
う
ち
専
門
・

企
画
業
務
な
ど
約
１
万
人
に

適
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
労

災
認
定
後
の
今
年
３
月
か
ら

廃
止
し
ま
し
た
。

裁
量
制

で
は
労
働
時
間

デ
ー
タ
ね

つ
造
や
過
労
死
隠

し
が
発
覚
し
、
成
立
し
た
「働

き
方
改
革
」
一
括
法
か
ら
対

象
拡
大
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
と
経
団
連
は
引

き
続
き
対
象
拡
大
や
、
さ
ら

に
危
険
な

「残
業
代
ゼ

ロ
制

度
穴
高
度
プ

ロ
フ

ェ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
＝
労
働
時
間
規
制
の

撤
廃
）
の
実
施
を
ね
ら

つ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
姿
勢
が
問

わ
れ
ま
す
。

（関
連
記
事

・
２
面
に
続
く
）

(1)ら し ん ば ん 2018年 10月

同
社
で
は
、
名
古
屋
製
作

所
の
社
員
が
精
神
疾
患
で
１

２
年
に
自
殺
し
、
１
４
年
に

労
災
認
定
。
■
６
年
に
精
神

疾
患
で
自
殺
し
た

コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ヨ
ン
・ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
製
作
所

盆
（庫
県
）
の
社

員

（裁
量
労
働
制
を
適
用
）

も
１
７
年
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。脳

疾
患
を
発
症
し
た
三
田

製
作
所

盆
（庫
県
）
と
本
社

（東
京
社
の
社
員
２
人

（と

も
に
裁
量
制
）
は
１
５
午
と

■
７
年
に
認
定
。
情
報
技
術

総
合
研
究
所
（神
奈
川
県
）

ら
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ば

ん
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209号

と
批
判
さ
れ
る
「裁
量
労
働
制
」
が
適
用
さ

れ
、
自
殺
し
た
１
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
同
社
は
今
年
３
月
、
裁
量
制
に

つ
い

て
、
「長
時
間
労
働

の
抑
制
と
健
康
確
保
」

を
理
由
に
廃
止
す
る
事
態
に
追

い
込
ま
れ

ま
し
た
。
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ら し ん ば ん 2018年 10月 (2)

日
本
共
産
党
な
ど
野
党
は

９
月
２
８
日
、
三
菱
電
機
で

裁
量
労
働
制
を
適
用
さ
れ
て

い
た
社
員
が
相
次
い
で
労
災

認
定
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て

の
合
同
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
国
会

内
で
行
い
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
裁
量
労

働
制
の
も
と
で
働
き
、
長
時

間
労
働
が
原
因
で
精
神
障
害

や
脳
疾
患
を
発
症
し
て
労
災

認
定
を
受
け
た
労
働
者
が
２

０
１
４
年
度
か
ら
１
７
年
度

の
４
年
間
で
４
２
人
に
上
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
３
人
が
三
菱

電
機
の
社
員
で
し
た
。

三
菱
電
機
は
０
４
年
に
裁

量
労
働
制
を
導
入
。
社
員
約

３
万
人
の
う
ち
専
門
・
企
画

業
務
な
ど
約
１
万
人
に
適
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
労
災
認

定
後
の
今
年
３
月
か
ら
廃
止

4年で42人
制度の拡大方

災
は撤

認定
回を

■過労死ライ
7¬ ]発症前の2～ 6ヵ月 |み

間にlヵ 月当たり80時 || 
°

間を超えるか、発症前

のlヵ 月に100時間を超

える残業時間。
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し
ま
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。
　
　
　
　

　
　
　
　

べ
る
に
と
ど
ま

り
ま

し
た
。

野
党

の
国
会

議

員

は
、
裁

　

（記
事
は
、
し
々
尤

票

ど

９
月

量
労
働
制

で
過
労
死
が
増

え

　

２
８
・
２
９
日
付
よ
り
転
さ

す

る
必
要
性
を
意
識

し
た
可

能

性

が
高

い
穴

『
朝

日
）

と

し

て

い
る
。
職

場

で
は
、
「会

社

が
裁
量
労
働
制
を
廃

止

し

た

背
景

に
は
、
ン
）
ん
な
実

態

が

あ

っ
た

ん

で
す

ね
。
し
か

も
社
内

に
は
周
知

し

て
な

い

と
は
…
」
と
驚
き
の
声
が
あ

が
つ
て
い
る
。

◇
企
業
名
公
表

ル
ー

ル
◇

●

違
法
残
業

や
過
労

死
な
ど
が

２
件

あ

っ
た
後
、
厚
労
省
が
全

社
的

に
立

ち
入
り
調
査
を
実
施

し
、
労
務
管

理

の
改
善
状

況
を

確
認
。
そ
の
後
、
再
び
問
題
が
起

き
た
場
合

は
企
業
名
を
公
表
す

１
＝
―
ト
リ

ヨ
０
一〇
０
」
０
０
◎
〇
∽
末
ω
・
ω
〓
Φ
σ
・
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Φ
・
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ぐ
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く

■―
綱
型
■
■

ｌ
ｔ

一て

３
）
Ｃ
，
ム

ロ
「
´
台
足

０
ろ
ｃ

企

業

一展
付

け

る

も

の
だ

と

し

て
、

公

表

恐

れ

「将
来
的
に
裁
量
労
働
制

の

働

制

全

廃

か

拡
大
を
目
指
す
と
い
う
方
針

は
撤

回
す

べ
き
だ

」
と
強

調

　

　

朝

日
新

間

に
よ

る
と
、
〓
一

し
ま

し
た
。
　

　

　

　

　

　

　

菱

電

機

（本

社

）
は
、
裁

量

厚
労

省

の
担

当
者

は
、
〓
一
　

労

働

制

を
廃

止
す

る

３

カ

菱
電
機

で
裁
量
労
働
制
を
適

　

月
前

（昨

年

１

２
月
）
に
厚

用
さ
れ
た
社
員
が
相
次

い
で

　

生

労

働

省

の
立

ち

入

り
調

労
災
認
定
さ
れ
た
事
例

に

つ
　

査

を
受

け

て

い
る
。
「
同
社

い
て
、

「個

人
情

報

保
護

の

　

は
裁

量

労

働

制

を

全

廃

し

観
点

か
ら

コ
メ
ン
ト
を
差

し

　

た

理
由

を

『
労

働

時

間

を

控

え

る
」
と
主
張
。
裁

量
労

　

ょ

り
厳

格

に
把

握

す

る
た

働
制

の
拡
大
方
針

に

つ
い
て

　

め
』

と
説

明

し
た
。
　
一
方

は
、

「過
労

死
等

の
労
災
補

　

で
、

朝

日
新

聞

の
取

材

に

償
状
況
を
踏

ま
え
る
と
と
も

　

対

し
、

厚
労

省

や

労
基

署

に
、
実

態

を

正
確

に
把

握

す

　

の
調
査

を
受

け

て

い
た

こ

る
た
め

の
調
査
を
行

っ
た
う

　

と
を

認

め

て

い
る
。

企

業

え

で
、
制
度

の
あ

り
か
た

に

　

名

公
表

の
リ

ス
ク

に
直

面

つ
い
て
検

討

を
行

う
」
と
述

　

し
、
労
務

管

理
を
強

化

議
蝋
澱
翼
叫
）
「
が
日
「
「
］
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